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第３回定例会（令和7年９月9日～26日）
◆令和６年度決算　議会が厳しくチェック！

◆可決した補正予算など

◆一般質問

◆林活議連研修事業

・・・・・・・2～5P

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6～7P

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8～15P

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

元気村花き広域集出荷施設の現地調査【総務経済常任委員会】元気村花き広域集出荷施設の現地調査【総務経済常任委員会】

子育て支援センターの現地調査【厚生文教常任委員会】子育て支援センターの現地調査【厚生文教常任委員会】
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令
和
６
年
度
決
算

議
会
が
厳
し
く
チ
ェッ
ク
！

　
第
３
回
定
例
会（
９
月
議
会
）で
は
、
６
人
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
令
和
６
年
度
決
算
に
つ
い
て
９
月
18
日
、
19
日
、
22
日
の
３
日
間
、
書
面
審
査
や
総
括
質
疑

を
行
う
な
ど
集
中
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

歳出
201億1,032万円

6年度
会計

議会費 0.5%
1億448万円
議会費 0.5%
1億448万円 総務費 8.5%

17億332万円 
総務費 8.5%
17億332万円 

民生費 16.3%
32億8,177万円
民生費 16.3%
32億8,177万円

衛生費 13.8%
27億7,444万円
衛生費 13.8%
27億7,444万円

農林水産業費 8.4%
16億9,758万円
農林水産業費 8.4%
16億9,758万円

商工費 6.9%
13億8,965万円
商工費 6.9%
13億8,965万円

消防費 2.2%
4億4,826万円
消防費 2.2%
4億4,826万円

教育費 5.6%
11億1,553万円
教育費 5.6%
11億1,553万円

その他 3.7%
7億4,645万円
その他 3.7%
7億4,645万円

公債費 12.6%
25億2,571万円
公債費 12.6%
25億2,571万円

職員費 9.9%
19億9,702万円
職員費 9.9%
19億9,702万円

土木費 11.6%
23億2,611万円
土木費 11.6%
23億2,611万円

〔

〕

　
決
算
審
査
は
次
の
予
算
編
成
に
つ
な

げ
る
た
め
の
大
事
な
審
査
で
あ
り
、
未

来
に
向
け
た
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
い
え

ま
す
。 予

算
か
ら
決
算

そ
し
て
次
の
予
算
へ

歳入
202億3,655万円

令和　　  
一般

地方交付税 38.3%
77億5,516万円
地方交付税 38.3%
77億5,516万円

国庫支出金 11.4%
23億1,139万円
国庫支出金 11.4%
23億1,139万円

道支出金 8.4%
16億9,192万円
道支出金 8.4%
16億9,192万円

諸収入 3.5%
7億855万円
諸収入 3.5%
7億855万円

市債 10.2%
20億5,516万円
市債 10.2%
20億5,516万円

その他 18.0%
36億5,292万円
その他 18.0%
36億5,292万円

市税 10.2%
20億6,145万円
市税 10.2%
20億6,145万円

令和６年度各会計別決算　
会計区分 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 202億3,655万円
24億5,690万円
26億1,656万円
4億5,126万円
55億2,472万円
6億5,141万円
12億7,848万円
50億9,624万円
70億2,613万円
327億8,740万円

201億1,032万円
24億4,530万円
25億9,998万円
4億5,087万円
54億9,615万円
7億9,515万円
16億8,981万円
59億4,153万円
84億2,649万円
340億3,296万円

介護保険
国民健康保険
後期高齢者医療
　小　計
水道事業
下水道事業
病院事業
　小　計
合　　　計

特
別
会
計

企
業
会
計

令和６年度決算と９月議会の流れ
令和６年度事業終了3月31日

４月

５月

６月

７月

８月

9月９日

9月10日

9月11日

9月12日

9月18日

9月19日

9月22日

9月26日

10月24日

９月定例会９月定例会

⬇

⬇

３月31日で会計年度は終わ
りますが、光熱費などは４
月１日以降に請求されるた
め、前年度の支払等の整理
期間となります。

出
納
整
理
期
間

決算書作成開始
　決算書や附属書類などを作成

監査委員による決算監査

監査委員が決算書や附属資料をも
とに審査し、意見書を作成

本会議①　一般質問
・議案や令和６年度決算認定に関
　する提案説明
・決算審査特別委員会の設置と、
　決算認定議案の付託
決算審査特別委員会①

本会議②　一般質問
決算審査特別委員会②

本会議③　一般質問

常任委員会

決算審査特別委員会③
書面審査

決算審査特別委員会④
書面審査

決算審査特別委員会⑤
書面審査・総括質疑

本会議④　決算認定の採決
広報編集委員会①

広報編集委員会②
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当
初
予
算
額
に
対
し
て
決
算
額
が
増
額

と
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
当
初
、
Ａ

類
疾
病
に
分
類
さ
れ
、
国
に
よ
る
全
額
助

成
の
対
象
で
あ
り
ま
し
た
が
、
個
人
の
重

症
化
予
防
を
目
的
と
す
る
定
期
予
防
接
種

で
あ
る
Ｂ
類
疾
病
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
係
る

市
負
担
が
増
加
し
た
こ
と
が
増
額
の
要
因

で
す
。

決算審査特別委員会総括質疑決算審査特別委員会総括質疑

質疑の中から一部を紹介します。質疑の中から一部を紹介します。

山本副委員長

雪
寒
機
械
整
備

　
令
和
６
年
度
の
事
業
内
容
と
７
年
度
の

予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
６
年
度
は
、
大
型
ロ
ー
タ
リ
ー
や

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
除
雪
車
両
12
台
分

の
格
納
庫
の
建
築
工
事
費
と
し
て
、
３
億

２
８
６
９
万
２
９
６
０
円
の
決
算
額
と
な

り
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
は
、
主
に

駐
車
場
の
舗
装
工

事
を
行
う
も
の
で
、

７
年
６
月
20
日
に

既
に
着
工
し
て
お

り
、
10
月
末
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
各
種
扶
助
費

　
生
活
保
護
の
扶
助
費
と
被
保
護
者
数
の

状
況
を
伺
う
。

　
令
和
６
年
度
末
の
被
保
護
世
帯
数
は
２

１
９
世
帯
、
被
保
護
者
数
２
４
８
人
で
、

前
年
度
と
比
較
し
、
被
保
護
世
帯
数
は
５

世
帯
、
被
保
護
者
数
は
８
人
減
少
し
て
い

ま
す
。
新
規
に
開
始
す
る
被
保
護
者
よ
り

も
、
亡
く
な
ら
れ
る
被
保
護
者
の
割
合
が

多
い
た
め
、
扶
助
費
が
全
体
的
に
減
少
し

て
い
る
状
況
で
す
。

北 村 委 員

子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
ど
も
子
育
て
条
例
の
制
定
に
際
し
、

子
供
た
ち
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
中
高
生
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
ほ
か
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
先
進
地
視
察
や
調
査
研
究

に
加
え
、
本
市
の

子
育
て
環
境
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
の
動
画
や
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、

子
育
て
支
援
ア
プ

リ
の
運
用
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

予
防
接
種
事
業

大 前 委 員

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
令
和
６
年
度
の
事
業
内
容
と
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

　
本
事
業
は
農
業
・
農
村
が
有
す
る
自
然

環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
生

物
多
様
性
保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
を
図
る
た
め
、
農
村
環
境
保
全

活
動
に
対
し
交
付

金
を
支
払
う
も
の

で
、
令
和
６
年
度

の
実
績
は
、
市
内

全
体
で
９
７
９
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
取

り
組
ま
れ
、
約
３

億
４
２
９
４
万
円

を
交
付
し
ま
し
た
。

処
理
場
・
処
理
施
設
維
持
管
理

　
維
持
管
理
費
用
の
主
な
内
訳
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
主
な
内
訳
は
全
処
理
場
委
託
費
約
７
４

０
４
万
円
、
下
水
汚
泥
運
搬
処
理
約
１
８

３
２
万
円
、
合
併
処
理
浄
化
槽
保
守
点
検

等
約
２
０
２
４
万
円
、
し
尿
く
み
取
り
費

用
約
１
０
１
３
万
円
な
ど
で
す
。
近
年
の

物
価
高
騰
に
伴
う
資
材
費
や
人
件
費
の
上

昇
等
に
よ
り
、
今
後
も
維
持
管
理
費
用
は

増
加
傾
向
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

村 上 委 員

移
住
・
定
住
推
進
事
業

　
令
和
６
年
度
移
住
実
績
と
移
住
定
住
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
組
内
容
を
伺
う
。

　
移
住
実
績
は
30
件
、
53
人
で
、
う
ち
北

海
道
外
か
ら
の
移
住
は
17
件
、
30
人
で
す
。

移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専

任
の
移
住
支
援
員
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

移
住
相
談
、
首
都

圏
な
ど
の
移
住
相

談
会
へ
の
参
加
、

無
料
職
業
紹
介
事

業
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業

　
本
事
業
の
内
容
と
主
な
相
談
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
本
事
業
は
介
護
、
福
祉
、
医
療
等
に
関

す
る
相
談
、
高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
や

成
年
後
見
制
度
の
紹
介
な
ど
権
利
擁
護
に

関
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
主
な
相
談
内

容
は
、
要
介
護
認
定
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
な
ど
介
護
に
関
す
る
相
談
が
８
割
を
占

め
、
そ
の
他
は
医
療
や
認
知
症
、
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
で
す
。

新 田 委 員

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
６
年
度
の
事
業
内
容
と
今
後
の
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
等
を
実
施
し
、
多
く
の
参
加
者
を
集

め
た
ほ
か
、
合
宿
団
体
や
指
導
者
へ
の
助

成
金
交
付
や
陸
上

競
技
場
の
計
測
機

器
等
を
更
新
し
ま

し
た
。
今
後
も
企

業
か
ら
の
寄
附
金

を
活
用
し
、
特
色

あ
る
事
業
展
開
と

施
設
整
備
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

医
業
外
収
益
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
補
助
金
等
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
収

支
へ
の
影
響
を
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
は
２
億
９
２
８
０
万
６
０

０
０
円
の
補
助
金
を
受
け
ま
し
た
が
、
５

年
10
月
以
降
は
、
こ
の
補
助
金
制
度
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
６
年

度
は
補
助
金
収
入
が
な
く
、
い
ま
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
も
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
状
況
で
す
。
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Pick Up
補正予算

こどもが主役
暮らし体験

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、決算認定、補正予算、意見書以外のものを付議事件
　　　　　　としています。

関
係
人
口
の
創
出
に
係
る
補
正
予
算
案
を
可
決

条　例

1件
決算認定

7件
補正予算※

3件
意見書

1件
付議事件※

6件 定例会
第３回

全
会
一
致

　市外の子育て世帯を対象として、一定期間
市内の保育園等に通いながら地域での生活を
体験する保育園留学事業を実施することによ
り、関係人口の創出を図るもので、その受け
入れに要する経費を追加するものです。

●保育園留学事業●保育園留学事業

総額 1,976 万円
事業概要

Point 1

１～２週間の短期滞在
で保育園に通う

こどもが主役の
暮らし体験

Point 3

市営住宅、移住体験
住宅、民間宿泊施設
の稼働率増加に寄与

食資源
週末アクティビティ

Point 2

本市の魅力や価値
を感じてもらう

食資源や
週末アクティビティ

　９月９日開会の第３回定例会において、関係人口の創出を目的とした保育園留学事業
などの各事業費が計上された一般会計補正予算（第３号）を可決しました。
　事業の中から主なものを紹介します。

関係人口の創出を目指す保育園留学事業などを含む
補正予算案を可決

　９月９日開会の第３回定例会に提案された議案は、条例１件、令和６年度決算認定７
件、補正予算３件、意見書１件、付議事件として報告２件、深川市功労者の表彰１件、
規約の変更１件、財産の取得１件、市道の路線認定１件の合わせて18件でした。
　うち、補正予算２件、付議事件３件は、９日に全会一致で可決・同意しました。
　また、９日に提案された条例１件、令和６年度決算認定７件、市道の路線認定１件は、
９月12日からの各委員会審査を経て、26日の最終日に全会一致あるいは賛成多数で可決
及び認定。また、26日は追加提案の補正予算１件、意見書１件を全会一致で可決しまし
た。

～第３回定例会のあらまし～

公
益
功
労
者
８
人
及
び
１
法
人
を

表
彰
す
る
こ
と
に
対
し
て
全
会
一

致
で
同
意

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
条
　
例
】

市
議
会
だ
よ
り

に
掲
載
し
き
れ

な
か
っ
た
案
件

は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

で
き
ま
す
。

議決結果

全
会
一
致

　
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
等
を

実
施
す
る
北
空
知
１
市
４
町
の
各
教

育
委
員
会
の
附
属
機
関
で
あ
る
「
北

空
知
地
域
い
じ
め
問
題
対
策
専
門
家

会
議
」
及
び
、
い
じ
め
の
重
大
事
態

の
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
再
調
査
を

行
う
、
北
空
知
１
市
４
町
の
附
属
機

関
で
あ
る
「
北
空
知
地
域
い
じ
め
問

題
調
査
会
議
」
の
両
会
議
に
お
け
る

業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
防

止
等
の
た
め
の
有
効
な
対
策
な
ど
の

検
討
の
ほ
か
、
調
査
の
た
め
の
関
係

者
へ
の
聞
き
取
り
、
報
告
書
の
作
成

な
ど
、
高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
委
員
の
報
酬
に

つ
い
て
、
職
務
内
容
に
応
じ
た
適
正

な
額
と
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で

す
。

【
市
功
労
者
提
案
】

■
統
計
調
査
の
推
進
に
貢
献

　
　
竹
内　
　
薫 

さ
ん

■
社
会
教
育
の
発
展
と

　
国
際
交
流
の
推
進
に
貢
献

　
　
轡
田　
淑
子 

さ
ん

■
地
域
産
業
の
発
展
向
上
に
貢
献

　
　
東
原　
　
志 

さ
ん

■
地
域
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献

　
　
東　
　
　
明 

さ
ん

■
建
設
業
の
発
展
に
貢
献

　
　
佐
藤　
光
司 

さ
ん

■
社
会
福
祉
の
向
上
発
展
に
貢
献

　
　
中
本　
照
子 

さ
ん

　
　
浦
山
三
枝
子 

さ
ん

全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理

大
臣
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た

【
意
見
書
】

■
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

■
地
域
防
災
の
推
進
と

　
消
防
団
活
動
に
貢
献

　
　
山
崎　
次
路 

さ
ん

■
市
政
の
振
興
の
た
め
私
財
を
寄
附

　
　
ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
株
式
会
社

第３回
定例会

令和６年度深川市一般会計歳入歳出決算
認定

令和６年度深川市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定

令和６年度深川市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算認定

○

○

○

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

○

○

○

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）

伊
藤
美
恵
子

新
田　
　
旺

有
働　
正
夫

村
上　
　
誠

松
原
や
す
子

佐
々
木
一
夫

大
前　
昭
代

田
畑　
陽
美

北
村　
　
薫

近
沢　
弘
幸

鶴
岡　
恵
司

宮
澤　
孝
司

松
本　
雅
祐

山
本　
時
雄

※賛成＝○、反対＝●、欠席＝欠、近沢弘幸議長は採決に加わりません。

議
決
結
果
▼
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一　般　質　問一　般　質　問

　
　
放
射
線
課
管
理
職
は
野

球
チ
ケ
ッ
ト
要
求
を
や
め
た

と
報
告
。
業
者
へ
の
手
配
要

求
が
録
音
さ
れ
、
裁
判
で
も

証
拠
採
用
さ
れ
た
。
明
白
な

虚
偽
報
告
で
証
拠
が
な
い
希

望
的
推
論
だ
が
、
市
が
虚
偽

で
は
な
い
と
主
張
す
る
そ
の

論
拠
は
。

　
　
論
拠
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
第
２
回
市
議
会
定
例

会
に
お
け
る
一
般
質
問
で
お

答
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
録

音
デ
ー
タ
が
出
て
き
た
後
、

新
た
に
弁
護
士
な
ど
第
三
者

も
含
め
た
深
川
市
立
病
院
診

療
放
射
線
課
に
関
す
る
調
査

委
員
会
が
令
和
３
年
に
設
置

さ
れ
、
当
委
員
会
の
調
査
報

告
書
で
は
、
管
理
職
と
業
者

双
方
の
日
付
に
関
す
る
証
言

に
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
に
係

る
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
双
方
の
証
言
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

記
憶
に
よ
る
証
言
で
あ
っ
た

た
め
日
付
の
特
定
に
は
不
備

が
あ
り
ま
し
た
が
、
証
言
自

体
を
変
え
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
虚
偽
報
告
、
事

実
の
捏
造
を
行
っ
た
も
の
と

は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
土
曜
日
の
夕
方
に
開
催

さ
れ
た
市
議
会
議
員
の
市
政

報
告
会
に
市
職
員
運
転
の
公

用
車
で
市
長
が
参
加
し
た
と

聞
く
。
全
て
の
市
議
の
会
合

に
参
加
す
る
わ
け
で
は
な
い

と
思
う
が
、
そ
れ
を
公
務
と

し
て
扱
う
基
準
は
あ
る
の
か

を
伺
う
。

　
　
市
議
会
議
員
の
市
政
報

告
会
へ
の
出
席
に
つ
い
て
は
、

他
の
公
務
と
連
続
す
る
な
ど
、

公
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、

公
用
車
を
使
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

放
射
線
課
管
理
職
の
収
賄
要
求

調
査
委
員
会
の
判
断
が
論
拠

深川市立病院HP

１
０
０
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
状
況

市
民
か
ら
好
評
で
継
続
を
検
討

市
議
の
報
告
会
参
加

は
市
長
の
公
務
か

深川市立病院

第３回定例会で行った10人の
議員の一般質問を紹介します。

さ　さ　き かず お

「れいわ新選組」
佐々木一夫  議員

た ばたはる み

「民主クラブ」
田畑陽美  議員

予防習慣100日チ
ャレンジ使用会場
の延長：市HP

予防習慣100日チャレン
ジの様子

　
　
近
年
、
気
候
変
動
に
よ

る
暑
さ
へ
の
対
策
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

の
中
に
は
、
エ
ア
コ
ン
購
入

助
成
を
行
っ
て
い
る
例
も
見

ら
れ
る
が
、
本
市
の
状
況
を

伺
う
。

　
　
深
川
市
に
お
け
る
エ
ア

コ
ン
購
入
費
に
関
す
る
補
助

状
況
は
、
建
築
住
宅
課
が
実

施
し
て
い
る
住
宅
助
成
事
業

の
う
ち
、
令
和
６
年
度
か
ら

開
始
し
た
「
住
宅
省
エ
ネ
改

修
助
成
」
に
お
い
て
、
空
気

清
浄
機
能
ま
た
は
換
気
機
能

を
備
え
た
エ
ア
コ
ン
の
設
置

工
事
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
助
成
内
容
は
、
設
置
工

事
費
の
３
分
の
１
以
内
で
、

30
万
円
を
上
限
に
補
助
し
て

い
ま
す
。

　
　
文
部
科
学
省
は
、
学
校

に
お
け
る
補
助
教
材
及
び
学

用
品
等
に
係
わ
る
保
護
者
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
通
知

で
、
補
助
教
材
を
学
校
備
品

と
し
て
整
備
す
る
例
を
示
し

た
。
保
護
者
の
負
担
軽
減
に

関
す
る
本
市
の
対
応
状
況
を

伺
う
。

　
　
学
校
ご
と
に
取
組
内
容

が
異
な
り
ま
す
が
、
例
え
ば

小
学
校
で
は
算
数
セ
ッ
ト
や

画
板
を
、
中
学
校
で
は
彫
刻

刀
や
柔
道
着
な
ど
を
各
家
庭

で
準
備
す
る
必
要
が
な
い
よ

う
、
こ
れ
ら
を
学
校
備
品
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

小
学
校
の
修
学
旅
行
に
か
か

る
児
童
１
人
当
た
り
の
旅
行

費
用
を
抑
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
令
和
８
年
度
か
ら
複
数

校
に
よ
る
修
学
旅
行
の
合
同

実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

暑
さ
対
策
に
つ
い
て

エ
ア
コ
ン
購
入
費
補
助
を
実
施

教
育
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て

　
　
市
民
の
健
康
増
進
及
び

疾
病
予
防
を
目
的
に
、
健
康

づ
く
り
事
業
が
１
０
０
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
て
お
り
、

市
民
に
大
変
好
評
と
聞
く
。

健
康
習
慣
の
継
続
の
た
め
、

事
業
終
了
後
の
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
、
現
状
と
課
題

を
伺
う
。

　
　
１
０
０
日
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
電
位
治
療
器

を
活
用
し
、
健
康
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
疾
病
予
防
講
演

や
運
動
指
導
を
通
じ
て
健
康

習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

取
組
で
、
市
民
か
ら
大
変
好

評
で
す
。
事
業
終
了
後
は
、

電
位
治
療
器
を
希
望
者
が
引

き
続
き
使
用
で
き
る
よ
う
、

令
和
７
年
度
末
ま
で
設
置
期

間
の
延
長
及
び
設
置
場
所
の

拡
充
、
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
な
ど
を
検
討
し

ま
す
。

　
　
第
六
次
深
川
市
総
合
計

画
で
は
、
国
際
化
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組

む
と
あ
る
。
多
様
な
価
値
観

や
文
化
を
尊
重
し
合
う
た
め

に
も
、
子
供
た
ち
の
将
来
を

見
据
え
た
取
組
は
大
変
重
要

と
考
え
る
が
、
現
状
と
課
題

を
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
深
川
国
際
交

流
協
会
と
連
携
し
「
英
語
で

あ
そ
ぼ
う
」
や
「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
」
な
ど
を

開
催
し
、
市
内
外
の
外
国
語

指
導
助
手
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
子
供
た
ち
や
市
民
が
外

国
人
と
交
流
し
外
国
語
・
異

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
現
在
ア
ボ
ツ

フ
ォ
ー
ド
市
と
の
交
換
留
学

や
青
少
年
カ
ナ
ダ
交
流
訪
問

団
の
派
遣
は
中
止
し
て
お
り
、

再
開
の
見
通
し
は
立
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
国
際
的

な
視
野
を
広
げ
る
取
組
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流
と
多
文
化

共
生
社
会
に
つ
い
て

住宅助成制度に
ついて：市HP

まつばら こ

「日本共産党」
松原やす子  議員

算数セットのイメージ
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一　般　質　問一　般　質　問

　
　
市
内
公
立
高
等
学
校
存

続
の
た
め
、
第
３
期
深
川
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
首

都
圏
を
中
心
と
し
た
道
外
な

ど
か
ら
の
生
徒
受
入
対
策
を

推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
取
組
内
容
を
伺
う
。

　
　
市
内
公
立
高
校
は
、
少

子
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
定

員
割
れ
が
常
態
化
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
北
海
道
内
の

多
く
の
高
校
に
共
通
す
る
課

題
で
あ
り
、
各
自
治
体
で
は
、

北
海
道
外
か
ら
の
生
徒
受
入

れ
を
進
め
る
取
組
が
増
え
て

い
ま
す
。
市
内
で
は
、
深
川

東
高
校
が
全
国
か
ら
の
出
願

を
受
入
れ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
地
域
み
ら
い
留
学
」
な
ど

の
先
進
事
例
を
調
査
・
研
究

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
、
地
域
の
教
育
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
市
内
避
難
所
に
は
、
備

蓄
品
が
保
管
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
大
規
模
な

洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、
備

蓄
品
の
運
搬
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
食

料
品
や
備
蓄
品
を
分
散
し
て

保
管
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺

う
。
　
　
備
蓄
食
料
品
に
つ
い
て

は
、
賞
味
期
限
の
あ
る
食
料

品
を
一
元
的
に
管
理
す
る
た

め
、
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同

組
合
が
管
理
す
る
低
温
倉
庫

内
の
深
川
市
防
災
備
蓄
保
管

庫
へ
の
保
管
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
が
、
使
用
頻
度
や
保

存
期
間
な
ど
を
考
慮
し
、
必

要
に
応
じ
て
分
散
保
管
を
行

っ
て
い
ま
す
。
各
避
難
所
に

お
い
て
避
難
者
数
に
応
じ
た

備
蓄
品
の
配
置
は
大
変
重
要

と
考
え
ま
す
が
、
保
管
ス
ペ

ー
ス
な
ど
の
課
題
も
あ
る
た

め
、
最
適
な
備
蓄
品
の
配
置

方
法
や
市
民
周
知
に
つ
い
て

今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

道
外
な
ど
か
ら
の
生
徒
受
入
を

先
進
事
例
を
調
査
・
研
究
す
る

日
ハ
ム
２
軍
本
拠
地
の
誘
致
を

誘
致
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い

災
害
時
用
備
蓄
品
の

分
散
保
管
の
必
要
性

深川市多目的低温
倉庫条例

むらかみ まこと

「公政クラブ」
村上　誠  議員

にっ た あきら

「民主クラブ」
新田　旺  議員

熱中症事故の防止
について：文部科
学省HP

熱中症対策グッズのイメ
ージ

　
　
宮
崎
県
都
城
市
と
の
つ

な
が
り
は
、
地
元
金
融
機
関

同
士
の
交
流
に
始
ま
り
、
昨

年
、
都
城
市
長
が
本
市
に
来

訪
さ
れ
、
自
治
体
間
の
関
係

が
深
ま
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
都
城
市
と
の
協
定
締
結

に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
平
成
27
年
、
当
時
の
都

城
信
用
金
庫
と
北
空
知
信
用

金
庫
が
業
務
提
携
を
締
結
し
、

そ
れ
を
契
機
に
両
市
は
交
流

を
深
め
、
観
光
・
特
産
品
分

野
で
の
実
質
的
な
連
携
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

道
の
駅
「
都
城
ニ
ク
ル
」
の

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
式
典
に

田
中
市
長
が
招
か
れ
た
こ
と

や
、
本
市
で
都
城
市
長
に
講

演
い
た
だ
く
な
ど
、
継
続
的

な
交
流
と
意
見
交
換
を
通
じ
、

両
市
の
連
携
強
化
を
確
認
し

合
う
中
で
、
今
回
の
協
定
締

結
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
他
市
に
お
い
て
、
教
員

が
児
童
の
盗
撮
画
像
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
共
有
し
逮
捕
さ
れ
た
。

札
幌
市
教
育
委
員
会
は
、
市

立
小
中
学
校
や
幼
稚
園
で
の

教
員
の
私
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
教
室
へ
の
持
込
み
を

禁
止
し
た
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
国
や
北
海
道
教
育
委
員

会
か
ら
は
、
児
童
生
徒
等
を

私
用
端
末
で
撮
影
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
通
知
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
教
室
な
ど
へ

の
持
込
み
自
体
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
深
川
市
教
育

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

国
や
北
海
道
教
育
委
員
会
の

通
知
に
基
づ
き
、
各
学
校
に

対
し
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
北
海
道
教
育
委

員
会
で
私
用
端
末
等
の
使
用

に
関
す
る
ル
ー
ル
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

内
容
を
確
認
し
、
適
切
な
対

応
や
指
導
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

都
城
市
と
の
協
定
締
結
の
経
緯

継
続
的
な
交
流
で
連
携
を
強
化

教
員
の
私
用
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
持
込
み

　
　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
２
軍
本
拠
地
の
北

海
道
へ
の
移
転
計
画
が
報
じ

ら
れ
た
。
人
口
減
少
対
策
や

経
済
活
性
化
の
一
助
と
し
て
、

地
域
一
体
と
な
っ
た
誘
致
活

動
は
大
変
意
義
深
い
も
の
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
　
　
２
軍
本
拠
地
の
誘
致
に

よ
り
、
試
合
や
練
習
を
通
じ

て
一
定
の
来
訪
者
が
見
込
ま

れ
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
さ
れ
る
点
は
十
分
に
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
室
内
練
習
場
、
選
手

寮
に
加
え
、
商
業
施
設
や
宿

泊
施
設
な
ど
を
含
む
大
規
模

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と

さ
れ
て
お
り
、
莫
大
な
事
業

費
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
誘
致
の
実
現
に
は
、

自
治
体
の
意
向
だ
け
で
な
く

市
民
有
志
や
経
済
団
体
な
ど

に
よ
る
支
援
体
制
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
地
域
全
体
で

の
取
組
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、現
時
点
で
誘
致
に
向

け
て
検
討
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
エ

ア
コ
ン
導
入
は
ほ
ぼ
完
了
し

て
い
る
が
、
登
下
校
や
野
外

授
業
、
部
活
動
で
も
熱
中
症

の
リ
ス
ク
は
高
い
。
こ
の
対

策
と
し
て
、
冷
感
ポ
ン
チ
ョ

等
の
熱
中
症
対
策
グ
ッ
ズ
を

児
童
生
徒
へ
配
付
す
る
考
え

を
伺
う
。

　
　
学
校
生
活
に
お
い
て
は
、

空
調
設
備
に
よ
り
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
が
可
能
な
こ
と
や
、
暑

さ
指
数
に
応
じ
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
登
下

校
時
の
熱
中
症
対
策
の
一
つ

と
し
て
対
策
グ
ッ
ズ
の
活
用

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後

の
気
候
の
変
化
や
他
市
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

他
の
事
業
等
と
の
優
先
順
位

を
見
極
め
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

小
中
学
生
に
熱
中
症

対
策
グ
ッ
ズ
配
付
を

宮崎県都城市との
協定書締結式：市
HP

みやざわたかし

「令和公明クラブ」
宮澤孝司  議員

都城市との協定締結式の
様子
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文
部
科
学
省
が
示
す
教

員
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る

指
針
の
改
正
案
で
は
、
休
憩

時
間
や
休
日
の
確
保
、
学
校

以
外
が
担
う
べ
き
業
務
に
つ

い
て
整
理
さ
れ
た
。
本
市
に

お
け
る
教
員
の
働
き
方
改
革

に
関
す
る
現
状
と
対
策
等
を

伺
う
。

　
　
昨
年
９
月
に
第
２
期
深

川
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
よ
る
校
務
効
率
化
を
掲

げ
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

活
用
の
ほ
か
、
教
職
員
の
指

導
者
用
端
末
と
校
務
用
端
末

を
１
台
に
統
合
す
る
な
ど
事

務
の
効
率
化
を
図
り
、
職
員

室
以
外
で
も
校
務
を
行
え
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
リ
ー
の
環

境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
長
期
休
業
期
間
中

に
お
け
る
教
職
員
の
在
宅
勤

務
の
環
境
整
備
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
　
起
床
時
に
め
ま
い
や
頭

痛
、
倦
怠
感
等
が
生
じ
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
10

代
前
半
に
発
症
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
起
立
性
調
節
障
害
に

よ
る
も
の
だ
が
、
教
員
間
で

も
認
知
度
が
低
い
た
め
、
理

解
を
深
め
る
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
起
立
性
調
節
障
害
は
、

文
部
科
学
省
が
作
成
し
た

「
教
職
員
の
た
め
の
子
供
の

健
康
相
談
及
び
保
健
指
導
の

手
引
」
で
触
れ
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
北
海
道
教
育
委
員
会

が
配
布
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
に
も
、
症
状
や
対
応
に

つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
学
校
で
は
こ
れ
ら
を
活
用

し
、
教
職
員
が
当
該
疾
病
に

つ
い
て
理
解
し
、
学
校
生
活

に
お
け
る
配
慮
や
必
要
な
支

援
、
児
童
生
徒
へ
理
解
を
促

す
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

ま
す
。

教
員
の
働
き
方
改
革
の
現
状
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
校
務
を
効
率
化

ＩＣＴを活用した
教育の推進：市H
P

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ヒ
グ
マ
対
策

他
市
町
村
の
対
策
を
調
査
研
究

起
立
性
調
節
障
害
へ

の
理
解
促
進
を

北海道教育委員会リーフ
レット護岸整備を完了した吉住川

おおまえあき よ

「民主クラブ」
大前昭代  議員

つるおかけいじ

「公政クラブ」
鶴岡恵司  議員

取組事例・優良表
彰：農林水産省H
P

　
　
町
内
会
は
行
政
と
の
協

働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

市
や
各
種
団
体
か
ら
多
く
の

協
力
依
頼
を
受
け
て
い
る
。

役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
の
中
、
町
内
会
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
取
組
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
対
応

を
伺
う
。

　
　
高
齢
化
や
構
成
員
の
減

少
に
よ
り
町
内
会
の
負
担
が

増
加
し
、
今
後
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
も
、

町
内
会
の
負
担
を
軽
減
す
る

方
法
に
つ
い
て
、
様
々
な
視

点
か
ら
十
分
な
検
討
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
各
種
委
員

会
等
の
見
直
し
や
広
報
紙
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、
電
子
回

覧
板
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

導
入
な
ど
、
町
内
会
に
と
っ

て
最
適
な
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
他
自
治
体
の
事
例
も

参
考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
本
市
の
最
大
の
収
入
は

地
方
交
付
税
で
あ
り
、
歳
入

予
算
の
４
割
を
占
め
て
い
る

が
、
今
年
度
の
交
付
税
の
決

定
額
と
予
算
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
今

年
度
の
交
付
税
算
定
に
お
け

る
変
更
点
等
に
つ
い
て
併
せ

て
伺
う
。

　
　
普
通
交
付
税
の
決
定
額

は
約
66
億
６
２
４
０
万
円
で
、

当
初
予
算
か
ら
約
１
億
６
２

４
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た

た
め
、
各
種
基
金
か
ら
の
繰

入
金
を
一
定
程
度
解
消
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
交
付

税
算
定
に
お
け
る
変
更
点
は
、

地
方
公
務
員
の
給
与
改
定
に

よ
る
人
件
費
の
増
加
な
ど
が

あ
り
、
当
初
予
算
を
上
回
っ

た
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
は
、
平
成
13
年
度
の
制

度
創
設
以
降
、
初
め
て
発
行

額
が
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
会
の
運
営
支
援
に
つ
い
て

最
適
な
支
援
の
在
り
方
を
検
討

交
付
税
決
定
額
と
予

算
に
与
え
る
影
響
は

　
　
深
川
市
は
盆
地
で
あ
り
、

周
辺
の
山
間
部
で
は
ヒ
グ
マ

の
痕
跡
や
目
撃
情
報
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
人
的
被
害
、
農
産
物
へ
の

広
範
な
食
害
等
の
報
告
は
な

い
が
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。
　
　
ヒ
グ
マ
対
策
は
捕
獲
だ

け
で
な
く
、
追
払
い
も
被
害

を
防
止
す
る
上
で
効
果
的
な

取
組
と
考
え
ま
す
。
北
海
道

内
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
や
狼
の

模
型
か
ら
威
嚇
音
な
ど
を
発

生
さ
せ
、
追
払
い
を
行
っ
て

い
る
市
町
村
も
あ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
以
外
の

取
組
も
含
め
、
ど
う
い
っ
た

も
の
を
活
用
し
、
ど
の
程
度

効
果
が
あ
る
の
か
な
ど
、
ま

ず
は
先
進
事
例
を
調
査
し
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
内
の
河
川
は
、
維
持

管
理
が
十
分
に
行
き
届
い
て

い
る
状
況
と
は
言
い
難
い
。

近
年
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る

豪
雨
災
害
が
頻
発
す
る
中
、

被
害
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら

も
日
頃
の
河
川
管
理
は
重
要

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
河
川
管
理
は
、
吉
住
川
、

小
ヌ
ッ
プ
川
の
護
岸
整
備
や
、

オ
サ
ナ
ン
ケ
ッ
プ
川
の
堆
積

し
た
土
砂
の
し
ゅ
ん
せ
つ
の

ほ
か
、
予
算
の
範
囲
内
で
雑

木
の
伐
採
や
堆
積
し
た
土
砂

の
し
ゅ
ん
せ
つ
、
敷
き
ざ
ら

い
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
河
川
の
流
下
断

面
を
確
保
し
、
未
然
に
水
害

等
の
防
止
や
軽
減
に
つ
な
が

る
有
効
な
手
立
て
と
考
え
て

い
ま
す
。
河
川
の
増
水
時
に

は
、
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
状
況
に
応
じ
た
河
川
の

維
持
管
理
に
努
め
、
国
や
北

海
道
が
管
理
す
る
河
川
に
対

す
る
地
域
要
望
に
も
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

河
川
管
理
に
対
す
る

市
の
考
え
に
つ
い
て

令和７年度普通交
付税の算定結果等
：総務省HP

電子回覧板のイメージ

い とう み　え　こ

「民主クラブ」
伊藤美恵子  議員
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市
内
の
道
路
沿
い
で
は
、

立
ち
木
な
ど
が
年
々
増
え
て

い
る
。
通
行
の
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
農
地
に
枝
が

飛
び
、
農
作
物
の
収
穫
に
影

響
を
及
ぼ
す
と
い
っ
た
話
を

聞
く
が
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
作
物
へ
の
影
響
が
極
力

生
じ
な
い
よ
う
、
パ
ト
ロ
ー

ル
や
市
民
か
ら
連
絡
が
あ
っ

た
際
は
、
適
宜
、
枝
の
剪
定

や
伐
採
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
本
市
の
道
路
延
長
は

約
６
９
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ

る
た
め
、
頻
繁
に
確
認
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
市
民
か
ら

の
情
報
提
供
が
大
変
重
要
で

す
。
今
後
も
市
道
沿
線
の
関

係
者
と
の
連
携
や
、
そ
の
他

寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
情
報
等

に
加
え
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

る
状
況
確
認
の
結
果
を
踏
ま

え
適
切
な
道
路
維
持
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
近
年
、
市
内
で
は
エ
ゾ

シ
カ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等
に
よ

る
農
産
物
被
害
が
増
加
し
、

銃
や
箱
わ
な
に
よ
る
捕
獲
等

を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
被
害
は
減
少
し
て

い
な
い
。
農
家
経
営
に
も
影

響
が
及
ぶ
中
、
今
後
の
対
策

を
伺
う
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

委
嘱
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
エ
ゾ

シ
カ
の
捕
獲
、
ま
た
ア
ラ
イ

グ
マ
捕
獲
用
箱
わ
な
を
生
産

者
等
へ
最
大
限
貸
し
出
す
な

ど
、
農
作
物
被
害
の
低
減
に

努
め
て
お
り
、
捕
獲
頭
数
は

昨
年
同
時
期
と
比
較
し
１
４

１
頭
増
加
し
ま
し
た
が
、
有

害
鳥
獣
の
生
息
数
は
こ
れ
以

上
に
増
加
し
て
い
る
と
想
定

さ
れ
ま
す
。
今
後
も
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議
会
と
十
分

連
携
す
る
と
と
も
に
、
他
市

町
村
の
事
例
も
参
考
に
し
、

よ
り
効
果
的
な
農
作
物
被
害

防
止
に
つ
な
が
る
取
組
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る

アライグマ等の捕
獲について：市H
P

野
生
動
物
に
よ
る
農

業
被
害
対
策
強
化
を

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問
通告表

やまもととき お

「令和公明クラブ」
山本時雄  議員

■佐々木一夫 議員
・生活保護費について
・出産サポート「安心ハイヤー」事業について
・拓殖大学北海道短期大学の廃校について
・道路と公園トイレの維持管理について
・今後の公共料金の値上げの見通しについて
・廃止及び廃止予定のＪＲ深名線・留萌本線のメモリアルについて
・火災家屋の行政代執行について
・公共施設の冷房設置計画について
・福祉除雪の方針について

■田畑　陽美 議員
・スポーツ振興について
・食品ロス削減について

■松原やす子 議員
・子ども誰でも通園制度について
・深川市立病院の経営について

■村上　　誠 議員
・輸出用米、加工用米、飼料用米等の安定供給について
・市道等へのごみの不法投棄について

■宮澤　孝司 議員
・一般廃棄物最終処分場について

■新田　　旺 議員
・深川市公式ＬＩＮＥのさらなる利活用について

■大前　昭代 議員
・避難所の効率的な運営について
・ふるさと住民登録制度について

■鶴岡　恵司 議員
・空知中央バスの深旭線廃止に伴う対応について
・参考賃借料・農地価格の考え方について

■伊藤美恵子 議員
・移動期日前投票所の導入について
・デジタル技術を活用した市道の維持管理について

■山本　時雄 議員
・空き家対策について
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林活議連研修事業
　深川市議会では、本市の森林・林業の活性化と山村経済の振興に寄与することを目的
に、全議員で構成する森林・林業活性化推進議員連盟を設置しています。
　10月６日に行った研修事業では議員11人が参加し、深川市市有林伐採現場（深川市一
已町）、北空知森林組合のクリーンラーチ採種園（深川市多度志南）、深川市コンテナ
苗実証林（深川市納内町）を視察しました。
　現在、北空知森林組合や空知総合振興局が深川市内で取組まれている様々な業務や実
証事業についての説明を受け、林業への理解を深めました。

深川市市有林伐採現場の様子 クリーンラーチ採種園の様子

〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

深川市議会YouTube
チャンネル

深川市議会
　　　公式ホームページ

　第３回定例会では、10名の議員
が一般質問を行ったほか、令和６
年度決算認定７件が提案され、決算審査特別
委員会において50項目以上にわたる質疑が行
われ、全会一致または賛成多数により認定さ
れました。
　先に開催された議会報告会では、多くの市
民の参加のもと、活発な意見が交わされまし
た。これらの意見は、今後の議会活動におい
て幅広く取り組む際の参考とさせていただき
ます。

広報編集委員会副委員長　山本　時雄

編 集 後 記問合先：深川市議会事務局内

■正式な会期日程は、直前の議会
運営委員会で決定されます。詳
しくは深川市議会事務局へお問
い合わせください。

■本会議は、いずれの日程も傍聴
することができます。当日、市
役所４階の議会事務局で受付し
ております
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委
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会
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議
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㈫

本
会
議
１
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目

12月
定例会の
予定

12/9～12/18〈10日間〉
時間はいずれも午前10時～


